
９
月
15
日
（
金
）
、
９
月
定
例

市
議
会
が
討
論
・
採
決
を
お
こ
な

い
閉
会
し
ま
し
た
。
主
な
議
案
・

請
願
・
国
へ
の
意
見
書
の
採
択
結

果
は
下
表
の
通
り
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
、
「
子
育
て
も
老

後
も
安
心
の
市
政
実
現
」
の
た
め

様
々
な
提
案
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

春
日
部
市
だ
け
が
合
併
後
約
８

千
人
以
上
減
少
し
ま
し
た
。
特
に

子
育
て
世
代
で
あ
る
20
・
30
歳
代

が
２
０
１
６
年
に
は
、
２
０
１
２

年
と
比
較
し
て
７
千
人
以
上
も
激

減
し
、
深
刻
な
状
態
と
な
っ
て
い

ま
す
。

人
口
減
少
の
要
因
は
、
合
併
後

の
市
民
へ
の
負
担
と
サ
ー
ビ
ス
を

連
続
的
に
切
り
下
げ
て
き
た
こ
と

で
す
。
同
時
に
、
図
書
館
・
公
民

館
・
体
育
施
設
な
ど
の
文
化
・
社

会
教
育
分
野
を
充
実
さ
せ
る
施
策

が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
ず
、
近
隣
市

と
比
べ
て
市
の
魅
力
が
大
き
く
低

下
し
た
こ
と
で
す
。
（
下
記
）

市
民
意
識
調
査
で
は
、
30
歳
代

の
願
い
は
「
子
ど
も
が
育
つ
環
境

や
教
育
環
境
の
よ
い
ま
ち
」
が
第

１
位
（
58
・
３
％
）
で
す
。

た
め
込
ん
だ
多
額
の
財
源
で
、

負
担
軽
減
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は

十
分
可
能
で
す
。

昨
年
７
月
21
日
に
、
石
川
市
長

が
厚
生
労
働
大
臣
ほ
か
６
名
に

「
春
日
部
市
商
工
振
興
セ
ン
タ
ー

用
地
活
用
に
つ
い
て
」
の
要
望
書

を
提
出
し
て
い
た
こ
と
が
９
月
市

議
会
で
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

国
か
ら
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
労

働
基
準
監
督
署
を
移
転
建
て
か
え

た
い
」
と
の
相
談
を
受
け
、
そ
の

中
で
「
市
と
し
て
何
ら
か
の
意
思

表
示
を
し
て
ほ
し
い
」
と
の
申
し

入
れ
が
あ
り
、
要
望
書
と
い
う
形

で
提
出
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
な
ぜ
、
市
が
国
か
ら

の
求
め
に
応
じ
て
要
望
書
を
提
出

し
た
の
か
、
不
自
然
で
あ
り
疑
問

で
す
。
本
当
は
、
市
が
、
国
に
対

し
て
「
売
却
も
含
め
た
活
用
」
を

も
ち
か
け
た
の
で
は
な
い
か
と
疑

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

議
会
に
報
告
も
せ
ず
、
商
工
団

体
や
地
元
商
店
会
・
住
民
に
説
明

も
し
な
い
で
、
独
断
で
要
望
書
を

提
出
し
た
こ
と
は
問
題
で
す
。

跡
地
は
２
０
０
５
年
に
、
県
か

ら
無
償
で
譲
り
受
け
た
土
地
で
あ

り
、
市
民
の
貴
重
な
財
産
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
要
望
書
を
撤

回
し
、
議
会
や
関
係
者
に
経
過
を

よ
く
説
明
し
、
納
得
と
合
意
の
も

と
で
活
用
を
図
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。
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市
の
魅
力
取
り
戻
し
、
活
気
あ
る
市
政
に
転
換
を

人
口
が
減
少
し
て
い
る
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
市
政
に
転
換
す
る
た
め
の
提
案
で
す
。
財
源
は
あ
り
ま
す
。

①

公
立
保
育
所
を
増
設
し
、
待
機
児
童
を
ゼ
ロ
に
し
ま
す
。

②

父
母
負
担
軽
減
の
た
め
に
学
校
給
食
費
を
無
料
に
し
ま
す
。

③

市
民
プ
ー
ル
を
建
設
し
、
大
沼
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
改
修
す

る
な
ど
体
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
拡
充
し
ま
す
。

④

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
す
す
め
、
き
れ
い
な
ト
イ
レ
に
つ
く
り
か
え
ま
す
。

⑤

東
側
に
か
た
よ
っ
た
児
童
館
を
、
豊
春
・
武
里
地
域
に
も
整
備
し
ま
す
。

⑥

図
書
館
を
豊
春
地
域
に
建
設
す
る
と
と
も
に
、
「
こ
ど
も
図
書
館
」
を
つ
く
り
ま
す
。

⑦

地
域
の
つ
な
が
り
の
拠
点
で
あ
る
公
民
館
が
、
誰
で
も
気
軽
に
利

用
で
き
る
よ
う
「
使
用
料
の
減
免
制
度
」
を
拡
充
し
ま
す
。

オ
ス
プ
レ
イ
の
即
時
撤
去

「
残
業
代
ゼ
ロ
」
法
案
の
撤
回

保
育
士
の
処
遇
改
善

核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
日
本
参
加

北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
問
題
の
平
和
的
解
決

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ

学
校
給
食
の
無
料
化
・
庄
和
も
自
校
方
式
に

公
民
館
使
用
料
の
減
免
拡
充
・
施
設
等
改
善

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
実
現

小
中
学
校
の
特
別
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置

小
中
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
全
面
改
修

28
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
認
定

28
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定

日本共産党(6) × × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

新政の会 (9) ○ ○ ○ ○ × × × × ◎ × × × ×

公明党 (6) ○ ○ ○ ○ ○ × × × ◎ × × × ×

新風会 (6) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ◎ ◎ ○ × ×

社民党 (1) ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

民進党 (1) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ◎ ○ ○ ○ ×

無所属 (1) ○ ○ × ○ × × × × ◎ × － × ×

無所属 (1) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ◎ ○ ○ × ×

結 果 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × × ×

◎

提
出
会
派
・
紹
介
議
員

○

賛
成
・
可
決
・
採
択

×

反
対
・
否
決
・
不
採
択

－

退
席
・
棄
権

人
口
減
に
歯
止
め
を
か
け
る

日
本
共
産
党
の
重
点
政
策

主
な
議
案
・
請
願
・
意
見
書
の
採
択
結
果

（
左
側
・
議
案
、
中
・
請
願
、
右
側
・
国
へ
の
意
見
書
）

20
・
30
歳
代
が
５
年
で

７
千
人
以
上
も
減
少
！

負
担
増
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

引
き
下
げ
が
最
大
の
要
因

合併後の主な負担増・サービスの低下
2007(平成19）公民館の有料化、体育施設等の値上げ
2008(平成20）国保税、9％の値上げ

下水道使用料、平均15％の値上げ
2010(平成22）保育料、平均15％の値上げ

敬老祝い金のカット・縮小
福祉タクシー券・燃料券削減
市民プールの廃止
私立幼稚園就園奨励費削減

2016(平成28）下水道使用料、平均15％の値上げ

国
へ
の
要
望
書
は
撤
回
を

旧
市
商
工
振
興
セ
ン
タ
ー
跡
地
は
売
却
?
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20
万
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
陸
上
競

技
場
や
市
民
プ
ー
ル
な
ど
の
体
育

施
設
の
整
備
を

合
併
後
、
市
民
プ
ー
ル
は
廃
止
さ
れ
、
体

育
施
設
の
運
営
は
「
指
定
管
理
者
」
で
、
大

沼
運
動
公
園
の
陸
上
競
技
場
は
ほ
と
ん
ど
改

修
も
さ
れ
ず
、
中
学
生
の
大
会
は
野
田
市
の

陸
上
競
技
場
を
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
状

態
で
す
。

人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に

も
、
陸
上
競
技
場
、
市
民
プ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー

場
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

施
設
の
整
備
を
重
点
施
策
と
し
て
早
急
に
取

り
組
む
よ
う
主
張
し
ま
し
た
。

市
長
は
「
利
便
性
や
安
全
性
に
配
慮
し
な

が
ら
計
画
的
に
施
設
整
備
の
充
実
に
つ
と
め

て
い
く
」
と
答
え
前
向
き
の
姿
勢
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

○
第
２
次
総
合
振
興
計
画
の
策
定
は

「
子
育

て
も
老
後
も
安
心
の
市
政

実
現
」
を
基
本
に

松本ひろかず
小渕1334-1

℡ 752-3947
ホームページ 松本ひろかず

交
通
不
便
地
域
及
び
交
通
弱
者
対
策

と
し
て
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
を

公
共
交
通
空
白
地
域
解
消
の
た
め
、
２
０

０
９
年
度
か
ら
春
バ
ス
の
運
行
を
開
始
。
今

年
７
月
か
ら
は
、
１
台
増
車
し
、
赤
沼
・
武

里
駅
ル
ー
ト
と
豊
春
・
内
牧
・
北
春
日
部
駅

ル
ー
ト
の
２
ル
ー
ト
の
運
行
が
開
始
さ
れ
し

た
。
し
か
し
、
農
村
地
域
や
高
齢
者
・
障
が

い
者
な
ど
の
交
通
弱
者
対
策
は
不
十
分
で
す
。

デ
マ
ン
ド
交
通
は
利
用
者
の
要
求
（
デ
マ

ン
ド
）
に
応
じ
て
運
行
す
る
新
し
い
交
通
の

仕
組
み
で
す
。
県
内
の
多
く
の
自
治
体
で
も

導
入
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。
本
市
で
も
、
デ

マ
ン
ド
交
通
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き

と
求
め
ま
し
た
。

都
市
整
備
部
長
は
「
地
域
の
民
間
交
通
機

関
に
影
響
を
与
え
る
た
め
デ
マ
ン
ド
交
通
の

導
入
は
難
し
い
」
と
答
え
る
の
み
で
し
た
。

〇
77
歳
の
敬
老
祝
い
金
の
復
活
と
拡
充
に
つ
い
て

生
活
保
護
申
請
期
間
中
も
健
康
で

文
化
的
な
生
活
の
保
障
を

生
活
保
護
申
請
し
て
か
ら
保
護
決
定
し
保

護
費
が
支
給
さ
れ
る
ま
で
約
３
週
間
か
か
り

ま
す
。
申
請
時
に
所
持
金
が
ほ
と
ん
ど
な
い

人
も
い
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
小
口
福

祉
資
金
は
た
っ
た
２
万
円
（
越
谷
市
は
５
万

円
）
で
、
そ
れ
だ
け
で
暮
ら
す
の
は
困
難
で

す
。
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
て
、
増
額
を

求
め
る
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

ま
た
、
申
請
期
間
中
は
健
康
保
険
証
が
使

え
な
く
な
り
、
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
い
っ

た
ん
全
額
支
払
い
保
護
決
定
後
に
返
金
す
る

こ
と
に
な
り
、
保
護
決
定
ま
で
医
療
に
か
か

れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
保
護
申
請
期

間
中
も
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
が
保
障
さ

れ
る
よ
う
に
対
策
を
求
め
ま
し
た
。

福
祉
部
長
は
、
い
ず
れ
も
否
定
的
な
答
弁

で
し
た
。

○
商
工
振
興
セ
ン
タ
ー
跡
地
活
用
と
東
口
の
活
性
化

指
定
管
理
者
制
度
を
問
う

指
定
管
理
者
制
度
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
と
費
用
の
縮
減
を
目
的
に
市
の
お
こ
な
う

事
業
を
民
間
に
も
委
託
で
き
る
よ
う
導
入
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
、
導
入
さ
れ
て
い
る
施
設

は
保
育
所
・
学
童
保
育
・
図
書
館
な
ど
57
施

設
も
あ
り
ま
す
。
費
用
の
縮
減
額
の
う
ち
、

人
件
費
の
占
め
る
割
合
は
、
約
９
割
に
も
及

び
ま
す
。

し
か
し
、
導
入
直
後
か
ら
、
専
門
性
・
継

続
性
な
ど
の
観
点
か
ら
、
処
遇
が
低
す
ぎ
て

無
資
格
者
も
募
集
す
る
、
引
継
ぎ
が
不
十
分

で
利
用
者
の
不
満
が
出
る
な
ど
様
々
な
問
題

が
あ
り
ま
し
た
。

施
設
の
目
的
を
論
議
し
、
直
営
に
戻
す
べ

き
も
の
は
、
直
営
で
お
こ
な
う
べ
き
と
主
張

を
し
ま
し
た
。

○
中
央
・
谷
原
・
大
沼
・
豊
町
の
冠

水
・
浸
水
被
害
ゼ
ロ
を

庄
和
地
域
も
自
校
給
食
で
、
豊
か

な
食
育
の
実
践
を

合
併
し
て
12
年
。
今
だ
に
庄
和
地
域
の
学

校
給
食
は
セ
ン
タ
ー
給
食
で
す
。

豊
か
な
食
育
の
た
め
に
は
、
安
心
で
安
全

な
お
い
し
い
給
食
を
食
べ
る
体
験
を
通
し
て
、

様
々
な
行
事
が
保
障
さ
れ
、
味
わ
う
に
値
し

た
正
し
い
味
覚
を
育
て
、
五
感
を
育
て
る
こ

と
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
保
障
す
る
た
め
に

庄
和
地
域
も
、
優
れ
た
春
日
部
地
域
と
同
様

の
自
校
給
食
に
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

教
育
長
は
「
食
育
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
」
と
答
え
、
自
校

給
食
へ
の
考
え
は
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

○
手
話
言
語
条
例
の
制
定
で
、
手
話

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
春
日
部
に

「
子
育
て
す
る
な
ら
春
日
部
」
と
言

え
る
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を

春
日
部
市
は
、
30
歳
代
～
40
歳
代
の
人
口

流
出
が
深
刻
で
す
。
若
い
世
代
、
子
育
て
世

代
に
「
子
育
て
す
る
な
ら
春
日
部
」
と
選
ば

れ
る
街
に
な
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
を
提
案

し
ま
し
た
。

◎
市
内
に
３
カ
所
し
か
な
い
児
童
館
は
、
子

ど
も
た
ち
が
身
近
に
親
し
め
る
よ
う
地
域

ご
と
に
整
備
す
る
。

◎
水
遊
び
で
き
る
場
所
が
少
な
く
、
エ
ン
ゼ

ル
ド
ー
ム
の
親
水
公
園
は
整
理
券
を
も
ら
っ

て
順
番
待
ち
。
地
域
の
公
園
は
水
遊
び
な

ど
も
含
め
て
子
ど
も
の
居
場
所
と
し
て
の

工
夫
、
充
実
を
図
る
。

◎
子
育
て
支
援
先
進
地
に
学
び
、
図
書
館
を

子
ど
も
の
居
場
所
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

○
地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
の
確
立
と
安
心
し

て
受
け
ら
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

坂巻かつのり
増富158

とよはる台サンハイツ H-506

℡ 752-6025

うづき武彦
小渕162-1

春日部サンハイツ2-404

℡ 761-6185 ホームページ うづき武彦

今尾やすのり
内牧5033-1

グリーンパーク春日部 1-111

℡ 761-3676

大野とし子
東中野568-1

℡ 746-6136

並木としえ
大場374-19

℡ 737-4576
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